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【緒言】
高気圧・高濃度酸素への曝露は、心臓病、難聴、
呼吸器疾患、神経障害などの治療に使用されてきた。
最近になり、健康・体力の維持・増進、怪我からの
早期治癒や生活習慣病の抑制にマイルドな高気
圧・高濃度酸素が有効であると報告されている。本
研究では、このような高気圧・高濃度酸素が神経や
筋及び運動能力にどのような影響を及ぼすのかに
ついて検討した。
【方　法】
生後5過齢のWistar系雄ラット32匹を普通飼
育の対照群・（n＝16）と高気圧・高濃度酸素への曝
露群（n＝16）に分けた。さらに両群を自発的な走
運動を負荷する群（C－Ex群（n＝8）、H－Ex群（n＝
8））と負荷しない群（C群（n＝8）、H群（n＝8））
に分けた。H群とH－Ex群を午前7時から午後7時ま
で1．25気圧、36－39％の酸素濃度の環境に曝露した
［1］。また、C－Ex群とH－Ex群には、午後7時から午
前7時まで回転車輪の附属した飼育ケージで飼育
することにより走運動を負荷した［2］。午後7時か
ら午前7時までは消灯した。餌と水は自由に摂取さ
せた。8週間の飼育期間後、ネンブタール麻酔下で
右側のヒラメ筋と左側の足底筋に蛍光色素
（nuclear yellow）を注入した。蛍光色素注入2日
後、ネンブタールの過麻酔でラットを犠牲にして、
奉倒些羊粗を嬰吟足底筋、脊髄（腰膨大郵し
を摘出した。筋については、クリオスタットを用い
て厚さ10FLmの連続横断切片を作成し、ATPase染色
とSDH染色を施した。組織像をコンピュータに取込
み、画像処理装置を用いて筋線維タイプ構成比、筋
線維タイプごとの横断面積とSDH酵素活性を分析し
た。脊髄については、リオスタットを用いて厚さ20
〃皿の連続縦断切片を作成し、蛍光顕微鏡でヒラメ
筋と足底筋を神経支配する運動ニューロンを識別
した。その後、同一切片にSDH染色を施した。組織
像をコンピュータに取込み、画像処理装置を用いて
ヒラメ筋と足底筋を神経支配する運動ニューロン
の総数、細胞体サイズ、SDH活性を分析した。
【結果】
H群とH－Ex群のヒラメ筋では、C群とC－Ex群と
比べてタイプIIA線経とタイプIIC線経の割合が増
加して、タイプI線経の割合が減少した。また、H
群とH－Ex群の足底筋では、C群とC－Ex群と比べて
タイプIIA線経の割合が増加して、タイプIIB線経
の割合が減少した。C群とC－Ex群、H群とH－Ex群
の間ではヒラメ筋、足底筋ともに筋線維タイプ構成
比に違いはみられなかった。ヒラメ筋と足底筋の筋
線維横断面積については、筋線経のタイプに関係な
くC群、C－Ex群、H群、H－Ex群の間で違いはみられ
なかった。ヒラメ筋と足底筋のSDH活性については、
筋線経のタイプに関係なくH群とH－Ex群は、C群と
C－Ex群に比べて高い活性を示した。ヒラメ筋と足底
筋を神経支配する運動ニューロンのSDH活性につい
ては、H群とH－Ex群は、C群とC－Ex群と比べて高
い活性を示した。走運動量については、H－Ex群、C－Ex
群ともに発育に伴う増大が認められたが、H－Ex群が
C－Ex群に比べて大きな走運動量を示した。
【考察】
高気圧・高濃度酸素への曝露は、体内の酸素（特
に溶存酸素）濃度を増大させ、酸素分圧の上昇や血
管拡張によって血流量（速度）を上昇させる。した
がって、代謝の向上が期待できる。しかしながら、
高気圧・高濃度酸素への曝露が生体にどのような影
撃卑猥揮すやかを検討した研究は少ない。本研究で
は、遅筋であるヒラメ筋と速筋である足底筋におい
て、高気圧・高濃度酸素への曝露により酸化能力が
増大した。さらに、それらを神経支配する脊髄の運
動ニューロンにおいても酸化能力が増大した。これ
は、高気圧・高濃度酸素への曝露によって細胞の有
酸素的な代謝能力が向上したことによるものと推
察される。さらに、このような神経と筋での変化が
自発的な走運動能力を向上させたと推察される。
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